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メイヨー・クリニック「アルツハイマー病」

メイヨー・クリニックは、アメリカ医学を代
表する総合医療機関である。その活動の一環と
して、多くの図書を出版している。
本書はロナルド・ピーターセン博士が、アル

ツハイマー病についての最近の知見をまとめ
て、２００２年に出版したもので、このたび精神神
経薬理学の専門家である諸治隆嗣博士（北大医
学部・昭和３５年卒）によって、邦訳・発行され
た。
第１部「老化と認知症」では、人口の高齢化

につれて、アルツハイマー病が激増すること、
医療費が増大することを示している。さらに多
くのイラストなどを使って、脳の構造、機能を
解説し、正常な老化とアルツハイマー病の違い
について簡潔に触れている。
第２部「アルツハイマー病を理解する」で

は、アルツハイマー病の、原因、診断、遺伝に
ついて、最近の知見を紹介し、ことに早期診断
の重要性を強調している。
第３部「アルツハイマー病を治療する」で

は、アルツハイマー病の薬物療法として、病期
や症状に応じて、アリセプトなどのコリンエス
テラーゼ阻害薬をはじめ、抗精神病薬、抗不安
薬、抗うつ薬などを、使い分けること、パーソ
ナルケアとチーム医療の必要性を記載してい
る。なお治療の新しい流れとして、インフォー
ムドコンセントのもとで、厳密な臨床試験が行
われ、プレドニソンや非ステロイド系抗炎症
薬、エストロゲン、ビタミンEなどの抗酸化
薬、銀杏、神経成長因子、抗アミロイド治療、
ワクチン、ブロテアーゼ阻害薬など、世界の最
先端で、精力的に研究されていることを紹介し
ている。
第４部「アルツハイマー病の介護」では、ア

ルツハイマー病の告知、介護者になる時の決

断、家庭での生活と家族の協力、法的責任、情
報収集の必要などを記載している。ことに介護
者が健康であること、孤立しないこと、遠慮な
く周囲に協力を依頼することなどを強調してい
る。症状が悪化するにつれて、患者の日常生活
での支障があらわれ、長期の介護計画が必要に
なる。在宅介護サービス、高齢者ケアプログラ
ム、代替住居、ナーシングホーム、ホスピスな
どの利用法が解説されている。
第３部と第４部の間に「介護者のためのクイ

ックガイド」が設けられ、専門家以外の家族や
介護者を対象に、アルツハイマー病の介護の時
にであう、多種多様な問題について、懇切丁寧
に解説している。また介護の支えになる相談機
関として、アルツハイマー病協会など多くの団
体が、メールアドレスつきで紹介されている。
さらにアルツハイマー病の治療・介護の時の、医
療保険、メディケア、メディケイドなどの利用
の要領についても触れ、その中でアメリカの医
療・介護の実態をうかがい知ることができる。
アメリカの医療は、メイヨー・クリニックな

どを頂点に、世界の最先端を走っている。その
一方でアメリカは公的医療保険、介護保険もな
く、無保険者の多い国でもある。
現在アメリカのアルツハイマー病患者は、

４００万人を数え、今後５０年で４倍になるとみら
れ、その対策が急務とされている。
本書はアルツハイマー病の最先端の医療・介

護の要点を、簡潔に記載しており、アルツハイ
マー病にかかわっている、医師、看護者、介護
者、さらに福祉関係者にとっても、必読の書と
して紹介する。
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